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ラ グ ビ ー の ゲ ー ム 分 析
藤 江 正
1は じ め に
最近,ス ポ ーツを 科学的に究 明 しよ うとす る キネシオ ロギ ー(Kinesiolo-
gie)的見地か らの研究が盛 んに 行なわれてい るが,ス ポ ーツを 追求す る立
場 は外面的 には 同様 にみ えて も,内 面的に は0.1秒の 時間 を 争 うAthlete
としての立場 や,ス ポ ーツを楽 しむためのRecreation的立場 があ り,さ ら
に体育の 目的を達成 させ るた めに用い られ る学校 スポ ーツと しての立場 があ
って必ず しも一様で はない。
Athleteの場合 は,勝 つ ことが第一義的な 目標 であ る以上,い か なる要因
が ゲームの勝敗 を左右 しているかを知 る ことは,指 導者 は勿論すべ てのプ レ
ヤーが知 っていなければな らない重要 な要件であ る。
この勝敗を決定す る要 因 と して,体 力(精 神力を含 む),技 術の優劣,作
戦に関す る ものな どが考 え られ る。
ラグ ビー競技の ようなボ ール ・ゲ ームは,記 録を争 う陸上競技や水泳等 と
異 な りプレt-一・その ものに 本質的な差異が ある。 双方30名 の プ レヤ ーが入 り
乱れ,そ の千変万化す る活動状況 を正 しく分析す る ことは決 して容易 な こと
で はないが,単 な る経験 や勘 にた よる指導や伝統 的継承練習等 の弊害 と危険
を防 ぎ,さ らに は 自他 チームの 長所 ・短所 を知 り,そ の結果に基づ く科学
的 ・合理的な練習や トレーニング法 を考案 し,有 効適切 な作戦 を樹立す る こ
とは極 めて有意義 な ことであ る。
ラグ ビー競技の特性 としてあげ られ る ものの中に 「Equalcondition」とい
う言葉 があ る。 これ は双方同 じ条件 の もとに ボールを奪い合 うことか ら始 ま
るとい う意味で,こ の最 も代表 的な プ レー として ス クラム,ラ イン ・ア ウ
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ト,ラ ック,モ ー ル な どが あ る 。
例 え ば,Aチ ー ム の プ レ ヤ ー が ボ ー ル を 前 に 落 して ノ ッ ク ・牙 ン を と られ
た 場 合,そ の ス ク ラ ム へ の ボ ー ル 投 入 権 はBチ ー ム に あ る 。 そ して,そ の ボ
ー ル 投 入 に あ た っ て は ,つ ぎ の よ う な 規 則 が あ る。
く　　
第20条 「ス クラム」(9)
aボ ールを入れ るプレヤーは,ス クラムか らlm離 れ,双 方 の フロン トロ
ーの中央に立つ。
bボ ・-1ルは両手 で,膝 と足首 の中間 の高 さに,し か も双方 の フ ロン トロー
の中央に保持す る。
cボ ールを入れ るにあた っては,
●直 ちに,し か もフェン トや 後へ引 く動作をせずに前方に単一動作 で,
●中央 の線に沿 って真直 ぐに,最 も近 いプ ロップの肩の幅を越 えた地点に
おいて先づ地 面に触れ るよ うに入れ る こと。 とあ る。
また,ボ ールが タ ッチ ・ライン外 に出て ライン ・アウ トが構成 された場合
は,
く　ラ
第23条 「タ ッチお よび ライソ ・ア ウ ト」(8×9)
(8)ボールは,タ ッチ となる前に最後にボ ールに触れたか,ま たはそれを持
っていたプ レヤ ーの相手側 が投 げ入れ る。 いつれ の側か疑 わ しい場 合に は
防御側 が投げ入れ る。
(9)ボールは次 の よ うに投げ入れなければな らない。
●指示 された地点で,ラ イン ・オ ブ ・タ ッチに沿 って真直 ぐで ある こと。
●ボールが タ ッチ ・ラインか ら少な くとも5mの 地 点で,地 面 または プ レ
ヤーに解れ ること。
●ボールを投げ入れ るプ レヤ ーは,投 げ入れ るとき,い つれ の足 もブイル
ド・オブ ・プレーに踏み入れない こと。 な どの規定に よって双方同一条
件の もとで プレーが再 開され ることにな ってい る。
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この よ うな特徴は,他 の球技に は全 くみ られ ない ことで,ラ グビー競技は
ボールの争奪に大 きな ウェイ トがかけ られ ている。 したが って,そ のボ ール
獲得数 やボ ールを 出す タイ ミングが勝敗 に影響 をお よぼ し,つ ぎの戦術 を左
右す る大 きな要素 とな っている。
この よ うなゲー ム分析 に関す る研究 は,山 本 ・広 田 ・谷 村 ・大西等 に よっ
て多 くの報告が なされ てい るが,そ の殆ん どが関東 ・関西 ・九 州を中心 と し
た ビ ッグ ・ゲームや 国際試合を対 象 とした もので,こ れ ら地域 と環 境条件 を
異にす る東北 ・北海道 におけ る調査報告はみあた らない。
本稿 は,北 海道 におけ るラグ ビーの技術 的実態 を把握 し,今 後の北海道 ラ
グ ビーの指導面に役立ててゆ きたい と考え本調査 ・研究 をは じめた ものであ
る。
皿 調査方法お よび資料
表1～ 表4,表6・7お よび 図1～ 図4の 大学大会資料は,昭 和48年10
月,帯 広市で行なわれた 第24回全国地区大学対抗ラグビーフットボール大
会北海道予選会兼第3回 北海道大学選手権大会における予選第1回 戦の調査
資料である。
社会人大会は,昭 和48年7月,札 幌市で行なわれた 第3回 北海道 ラグビ
ーフッ トボール選手権大会 と 昭和48年8月 ,盛 岡 ・秋田市で開催 された東
北 ・北海道対抗試合の際に著者が全北海道チームの団長として遠征 した際に
調査 したものである。
高校大会は,昭 和48年8年,芦 別市で開催 された第28回国民体育大会 ラ
グビーフットボール競技北海道地区予選会での調査結果である。
調査にあたっては,一 試合毎に協会役員2名 の協力を得,各 試合場面を原
因別に区別 し,所定用紙に記録 されたものを集計 した。
表5お よび図5～ 図7は,昭 和49年10月,札 幌市で開催 された第25回
全国地区大学対抗 ラグビーフッ トボール大会北海道予選会兼第4回 北海道大
学選手権大会におけ る決勝 ・準決勝戦の調査結果がある。
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この調査は,小 樽商科大学 ラグ ビt-・一・部 員2名1組 に よ り,ス トップ ・ウオ
ッチで1試 合毎 の イソプレー時間 と各 プ レーの所要時間を調査 した ものであ
る(表5)。
図5～ 図7も,同 じく小樽商科大学 ラグ ビー部 員の協力 に よ り,2名1組
(記録者 ・観察者)に よる 調査班を決め,各 試 合場 面を定 め られた方法 と記
号に よって記録用紙に記 入 された ものを著者が集計 した。
m各 プ レPtの原 因 別 調 査
1.ス クラム(Scrum)
表1(1～3)か らも明 らかな よ うに,ス クラムとな る原 因の最 も多 いのが
ノック ・オンに よるもので,社 会 人の41.2%,高校生 の39.6%,大学生 の
35。1%となっている。
つ ぎに多 いのが ラ ック ・モールか らボ ールが 出ず スク ラムとな るもので,
表1-1ス クラム(大 学)
ノ ック オ ンに よ って ス ク
ラ ム とな った も の
対 戦 チーム
(成績)
麸倉幅 、、
ロ　へ ぺ
回数
ス ロー フ ォ ワー ドに よ っ
て ス ク ラ ム とな った もの
ア ン ウイ ル フル ・オ フサ
イ ドに よ って ス ク ラ ム と
な った もの
ラ イ ン ア ウ トに よ りス ク
ラム とな った も の
????
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
そ の 他
総
??
?
?
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
北大一
函教
(20-0)
60分
518
13
110
1
011
1
3[6
9
518
13
2[2
4
16【25
41
東海一
北学 園
(14-8)
60分
61g
15
211
3
211
3
814
12
714
11
北 水産一
帯畜
(O-43)
60分
14111
25
210
2
310
3
111
2
10[7
17
012011
21
酪 農一
室工
(16-4)
60分
914
13
211
3
111
2
6ig
15
2110
12
412
25121
46
?
?
?
?
16.5
2.3
2.3
9.5
13.3
6
30i20124127'
5・151
3.3
47.0
比
率'
%
35.1
%
4.8
%
4.8
%
20.2
%
28.2
%
6.9
?
??
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表1--2ス クラム(社 会人)
＼_対 撃慰内 ＼蓉 試螺 「一
ノ ックオ ン に よ って ス ク
ラ ム とな った もの
ス ロー フ オ ワー ドに よ っ
て ス ク ラム とな った もの
ア ソ ウ イ ル フ ル ・オ フサ
イ ドに よ っ て ス ク ラ ム と
な った も の
ライ ン ア ウ トに よ りス ク
ラ ム とな った もの
ラ ック,モ ー ル よ りス ク
ラ ム とな った もの
そ の 他
総
??
??
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
室 ラ ガ ー
一 北 自 衛
(3・一・58)
60分
【
?
?
???
?
60分
519[6113
1419
612
8
110
1
516
11
414
8
111
2
22122
44
112
3
oio
0
213
5
2114
16
111
2
12133
45
北海道一
宮城
(32-10)
60分
12110
22
111
2
110
1
412
6
111g
20
Ol1
1
29123
52
北海道一
釜石
(21-30)
60分
1119
20
211
3
310
3
ol2
2
913
12
011
1
25[16
41
?
?
?
?
18.8
4.0
1.3
6.0
14.0
1.5
45.5
比
率
%
41.2
%
8.8
%
2.7
%
13.2
露
30.8
%
3.3
%
100
表1--3ス ク ラ ム(高 校)
'、 一_ ～ 対戦 チームド豪 振繋
ノ ッ クオ ンに よ って ス ク
ラ ム とな った もの
ス ロー フ オ ワー ドに よ っ
て ス ク ラ ム とな った もの
ア ン ウ イ ル フ ル ・オ フサ
イ ドに よ って ス ク ラ ム と
な った も の
ラ イ ン ア ウ トよ りス ク ラ
ム とな った もの
????
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
そ の
?
総
??
??
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
砂南一
岩 内
(22-4)
50分
10111
21
113
4
112
3
314
7
417
11
Ol2
2
19129
48
帯工一富
良工
(31-13)
50分
018
18
114
5
113
4
315
8・
1113
14
112
3
27125
52
???
?
50分
15i11
26
4i3
7
110
1
3}1
4
1316
19
310
3
39121
60
美 幌 一
札 商
(36--O)
50分
9!6
15
lI4
5
Ol1
1
312
5
4110
14
111
2
lsI24
42
?
?
?
?
20.0
5.3
2.3
6.0
14.5
2.5
50.5
比
率
%
39.6
%
10.4
%
4.5
%
11.9
%
28.7
%
4.9
%
100
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社会人 の30.8%,高校生 の28.7%,大学生の28.2%の 順 とな ってい る。
これ らは共 に技術未熟 チ ームお よび力の拮抗 したデ フ ェソスの強い チーム同
志 の対戦にその回数がが多 くなってい る。
フ ッキソグにつ いては,相 手 ボールを取 ろ うとい う意識が低調 の よ うで,
約80%は ボ ール投入 チームに出てい る。 この よ うな傾 向は,オ 一ー・プンへ の
速 い 展 開 とか ル ール上 の問題 とも関連 して,無 駄 な押 し合 いや投入 の繰 返 し
は避け,お 互いに 速 くボールを 出 させ よ うとす る 志 向に よるものであ ろ う
か。
ゲームを進 め る うえで大切 なこ とは,味 方 ボ ールは 「良いタイ ミソグで条
件 よく出 し」 相手 ボ ールは 「正 当に妨害 し,不 利 な条件を与 える」 ことが ゲ
ーム運営の鉄 則であ り,ス クラムにおい て も例 外で はない筈であ る。
味方 ボールを押 して獲得す ることは,相 手のデ フ ェソスを遅 らす結果 とな
り,逆 に相手ボ ールを瞬 間的に押す(相 手 フ ッカーに押 力を集中)こ とに よ
って フ ッキ ングが乱れ,ヒ ール アウ トの タイ ミングが遅れ,た とえ ボールを
出 して回 して も不 正確 なパス とな り,さ らにはパスを受け損 じた り,落 した
り,相 手の速いデ フ ヱソスを うける ことにな る。
と くに泥潭戦においては,ボ ールが重 くフッキ ソグが思 うよ うにで きない
ことがあ り,押 し取 るこ とが一層効果的であ る。 また,相 手 ゴール前に おけ
る味方 ボールの スク ラムでは,チ ャンス と 判 断 されたな らば フォワー ドの
人数を増 し,9名 ～10名でス クラム ・トライをね らうの もひ とつ の戦法で あ
る。
図1の ように,押 してボールを獲得 した数の多いチームが勝利を収めてい
る率が高いのは以上の ような利点に よるもので,押 しの有利 さを再確認する
必要がある。
しか し,いかなる対戦相手にも押 し取れるものとは限 らない。 また各 プレ
ヤーの体力に も限界があるわけで,押 さずに取れるフッキング技術の習得 と
共に,機 会 と状況に よって適切な使いわけのできる技術 と判断力を養 ってお
くことも忘れてはならない重要な ことである。
ラグ ビーの ゲーム分 析(藤 江)(7)
図一1ス クラム でボールを押L取 った割合 と勝敗 の関係
●ボールを押 し取った割合 ●勝敗 との関係
[コ 定位置でヒールアウ トしたもの □ 押 し取。た数ゐ多いチー・が勝。たもの
羅 押 し取ったもの
%押 し取った数の少ないチームが勝ったもの■■■1押されて取ったもの
2.ラ イ ン ・ア ウ ト(Lineout)
一 試 合 に 行 な わ れ る ラ イ ソ ・ア ウ ト回 数 は 平 均23～26回(表2(1～3))'
で あ る 。
昭 和44年 の ル ー ル 改 正 で 自 陣22m外 の ダ イ レ ク ト ・タ ッチ が 禁 止 さ れ て
表2-1ラ イ ンア ウ ト(大学)
、 …_一＼
内 ＼ ＼
容
ス ロー イ ン した チ ー ム に
ボ ー ルが 出 た もの
対 戦 チ ー ム
ー(成 績)
船 時間＼　
回数
反対 チームにボ ールが 出
た もの
ライ ンアウ トよ り中央突
破 した もの
ラ イ ン ア ウ トよ りラ ック
に な っ た も の
ライ ン ア ウ トよ りモ ール
に な っ た も の
ラ イ ン ア ウ トよ りペ ナ ル
テ ィとな った もの
総
?…
?
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
北大一
函教
(20-0)
60分
412
6
014
4
110
1
111
2
Olo
0
213
5
8[10
18
?
?
???
?
60分
3}3
6
513.
8
111
2
211
3
olo
0
4[2
6
15110
25
北水産一
帯畜
(0-43)
60分
512
7
7io
7
ol1
1
411
5
212
4
311
4
2117
28
酪 農一
室工
(16-4)
60分
1114
15
414
8
OlO
0
111
2
110
1
413
7
21[12
33
?
?
?
?
8.5
6.8
1.0
3.0
1.3
5.5
26.0
?
?
%
32.7
%
26.0
%
3.8
%
11.5
%
4.8
%
21.2
%
100
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表2-2ラ インアウ ト(社会人)
》ミ豪遂撫
ス ロー イ ン した チ ー ムに
ボ ー ル が 出た もの
反対 チ ームに ボールが 出
た もの
ライ ンアウ トよ り中央 突
破 した もの
??
」????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ラ イ ン ア ウ トよ りモ ー ル
に な っ た も の
ラ イ ン ア ウ トよ りペ ナ ル
テ ィとな っ た も の
総
??
???
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
画数
合計
室 ラ ガ ー
一 北 自衛
(3-58)
60分
215
7
511
6
o}2
2
212
4
?
?
?
???
?
60分
812
10
316
9
310
3
2t2
4
0[1
1
211
3
川12
23
o}1
1
210
2
18111
29
北海 道一
宮城
(32-10)
60分
9111
20
213
5
110
1
Olo
0
211
3
Olo
0
4115
29
北海道一
釜 石
(21-30)
60分
2}3
5
114
5
Ol1
1
111
2
213
5
110
1
7112
19
?
?
?
?
10.5
6.3
1.8
2.5
2.5
1.5
?
?
%
42.0
%
25.0
%
7.0
%
10.0
%
10.0
%
6.0
%
25.0100
表2-一・3ラ イ ン ア ウ ト(高 校)
＼ 対戦チーム＼＼ ＼ 一_ _(成 績)
内 ＼
容 試騙 ＼
ス ロー イ ン した チ ー ムに
ボ ー ルが 出 た も の
反対 チ ームに ボールが 出
た もの_
ライ ンアウ トより中央突
破 した もの
ラ イ ン ア ウ トよ りラ ック
に な っ た もの
ラ イ ンア ウ トよ りモ ー ル
に な った もの
ラ イ ンア ウ トよ りペ ナ ル
テ ィ とな っ た も の
総
???
?
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
砂 南 一
岩 内
(22--4)
50分
613
9
216
8
110
1
112
3
帯工一富
良工
(31-13)
50分
614
10
214
6
210
2
211
3
312!2i2
5 4
1io
1
1引11
25
Ol1
1
14112
26
中標 津一
函館
(4-16)
50分
2}6
8
Olo
0
1}o
1
111
2
3t3
6
美幌一
札 商
(36-O)
50分
813
11
114
5
110
1
111
2
210
2
Ol1210
1 2
7111
18
1518
23
?
?
?
?
9.5
5.8
1.3
2.7
4.3
1.3
23.0
?
?
%
41.3
%
18.5
?
??
%
10.9
%
18.5
%
5.4
%
100
ラグ ビーの ゲーム分析(藤 江)(9)
ゆ
か ら,そ の数が激減(40～50%)し てい るよ うで ある。
ライン ・ア ウ トの場 合,こ れを構成す るプレヤ ー以外はお互 いに10mの
間隔を保つ よ うに規定 され,双 方バ ックス間 の間隔が最 も離れ てい るプ レー
であ る。 したが って,相 手のデ フ ェンスもそれだけ遅 く,ボ ールの獲得 に よ
って攻撃面で の有利 さが現 われ,ボ ール獲 得数 の多 いチ ームが勝利 を収 めて
い る(図2)。
図一2ラ イ ンアウ トで のボールの 出る割合 と勝 敗の 関係
●ボールの出る割合 ●勝敗 との関係
[=]ス ローインしたチームにボールが出たもの[=]ボ ールが多く出たチームが勝 ったもの
盟 反対チームにボールが出たもの 盟
ボールが少なく出たチ弘 勝 ったもの
■ どちらにも出なかったもの
しか し 実際にス ロ 一ーイ ソ した チ ー ムが ボ ール を獲 得 しているのは33%～
42%で,18%～26%は 反対 チ ームに奪取 されてい る。
ライソ・ア ウ トよりの主な戦法 としては,① ボールを速 く出 してOver-lap
す る。② 中央突破す る。③ モール,ラ ックよ りのオ ープン攻 撃が主 な もので
あ るが,こ の中で一番多 く用い られてい るのが①であ る。 しか し,こ の戦法
もCTBあ た りで阻止 され る傾 向が強 く,パ ス攻撃 の困難 さが うかがえ る。
② の中央突破 は相手 の防御 網が薄 く,ゲ イ ン ・ライン突破 の容易な戦法に も
かかわ らずそ の回数 は極 めて少 ない。
① の プ レーの多 くは ノック ・バ ックに よってSHま たは ピールオ フ ・プレ
ヤーにつ なが れてい るが,そ の約30%は ミス ・プレーとな ってい る。 ボ ー
(3)大西 鉄之 祐著 スポ ーッ作戦講座3,ラ グ ビーp.40不 昧 堂1972
(10) 人 文 研 究 第49輯
ルを ノ ック ・バ ックす る とい うことは,た だ単に味方側 にボ ールをはたけば
よい とい うものではない。 ボ ールを プ レー しよ うとす るプレヤーが正確 に捕
球で きる位置に落す もので なければ,つ ぎの ミスを誘発す る危険な プ レーと
な る。経験 の少ないチ ーム程 このよ うな ミス ・プレーが多 く,熟 練 された チ
ームでは効果的 な プレーとな ってい る。
なお,全 体 の約60%～70%の ボールは双方 いつれかの チームに出てい る
わけであ るが,あ との30%～40%は モール,ラ ックまたは反則 とな ってお
り,今 後,こ れ らのボールを条件 よ く獲得す るための ライン ・アウ ト技術 の
習得 が望 まれ る。
3.ラ ・ソク(Ruck)・
規則上は,ボ ールが地上にあ って,双 方1人 また は それ以上 の プ レヤ ー
が,立 った まま身体を密着 させ て,ボ ール の周囲に密集 してい る状態を ラ ッ
クといい,双 方 の1人 また はそれ 以上 の プレヤーが立 った まま身体を密着 さ
せ て,ボ ールを持 ったプ レヤー の 周囲に密集す る 状態を モール と 呼んでい
る。
しか し実際 のゲ ームで は,こ れを完全に区別 して識別す る ことほ必ず しも
容易な ことではないが,ル ール上に規定 された判然 と識別 で きるものにつ い
てのみ対 象 とす ることに した。
表3-1ラ ッ ク(大 学)?
?
??
?
??
北大一
函教
(20-0)
60分
ボ ー ル 所 持 チ ー ムに ヒー
ル ア ウ トされ た もの
反対 チ ームに ヒール アウ
トされた もの
どち らに も出ず ス クラム
となった もの
総
?↓???
回 数t713
合計10
回数
合計
回数
合計
回数
合計
413
7
215
7
13111
24
東海一
北学 園
(14-8)
60分
4i5
9
313
6
314
7
0112
22
北水産一
帯畜
(O-43)
60分
2[6
8
214
6
517
12
9117
26
酪 農一
室工(
16-4)
60分
812
10
314
7
313
6
1419
23
?
?
?
?
比
率 ?
?????
6.5
8.0
23.8
%
27.4
%
33.7
%
100
ラグ ビーの ゲー ム分析(藤 江)
表3-2ラ ッ ク(社 会人)
(11)
∵==二∴ 畿 慰
ボ ー ル所 持 チ ー ム に ヒー
ル ア ウ トされ た もの
回数
合計
鷺 論 ヒー ウ際
回数どち らに も出ず ス クラム
となった もの
総
??
↓
?
合計
回数
合計
室 ラ ガ ー
一 北 自衛
(3-58)
60分
6}7
13
213
5
3}2
5
11[12
23
?
?
?
???
?
60分
617
13
311
4
316
9
12114
26
北海 道一
宮城(
32-10)
60分
312
5
411
5
814
12
151ラ
22
北海道一
釜 石
(21-30)
60分
516
11
213
5
514
9
12113
25
?
?
?
?
10.5
4.8
8.8
24.0
?
?
%
43.7
%
19.8
%
36.5
%
100
表3-3ラ ッ ク(高 校)
「＼ 碁1
、諮
ボ ー ル所 持 チ ー ムに ヒー
ル ア ウ トされ た もの
反対 チー ムに ヒール アウ
トされ た もの
どち らに も出ず ス クラム
となった もの
総
??
???
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
?
?
?
??
50分
1513
18
113
4
314
7
19110
29
帯工一
富 良工
(31-13)
50分
913
12
213
5
???
「
?
?
50分
5}6
11
2}4
6
512L5【4
79
1618
24
12114
26
美幌一
札商
(36-0)
50分
12「4
16
212
4
213
5
161g
25
?
?
?
?
14.3
4.8
7.0
26.0
?
?
%
548
%
18。3
%
26.9
?
??
図 一一3ラ ック で の ボ ー ル の 出 る 割 合 い と勝 敗 の 関 係
●ボ ールの出 る割合 ●勝敗 との関係
[コ ヒール ァゥ トされた もの[=コ ピー・レァゥ ト数の多 いチームが勝 った もの
羅 ヒールアウ トされなかった もの 獲 ピー・レアウ ト数の少 ないチームが勝 。たもの
(12) 人 文 研 究 第49輯
ラ ックはスク ラムや ライソ ・ア ウ ト,キ ック ・オ フ,ペ ナルテ ィな どの よ
うにセ ッ トされた状態か らの プレーと異な り,イ ンプ レー中におけ る一 瞬の
行為で あ って,ボ ール の 速い獲得 と タイ ミングの よい ヒール ・ア ウ トに よ
り,相 手 の防御 網が整 わない うちに第2次 攻 撃をかけ ることが肝心であ る。
ボール獲得の多 いすべ てのチ ームが勝利 を収 めてい る事実か らも得 点につ な
が る重要 な プ レーであ る。
ラ ックとモールの利点につい ては 「モールは ラ ックに優 先す る」 とい う考
え方 が一般的に強 く,モ ール中心の練習 に重点がおかれてい るが,本 調査結
果 か らは相手に ボールを殺 された り,倒 され て ラック とな るケースが多 くな
ってい る。
しか も,そ の約30%は どち らにもボールが 出ず,ダ ンゴ状態 となってス
クラムを命 じられてい る。 この よ うな傾 向は,や は り経験 の浅 いチームほ ど
そ の回数が多 くな ってい る。
4.モ ール(Maul)
モールの利点 は,① 味方 プ レヤ ーを確認 してパスで きる こと。②情 況判断
に よってパスの タイ ミングを調節す ることがで きる ことであ る。 この点 ラ ッ
クと比較 して有効 なプ レーといえ る。 しか し,こ のプ レーを真 に有効 なもの
とす るためには,相 手 より常 に速 くボ ールを支配 し,さ らに このボール保持
表4--1モ ー ル(大 学)
対戦 チー ム＼＼_(成 績)
内 ＼蓉 ・ 試騙 ＼
ボ ール所持 チ ームに出た
もの
反 対 チ ームに 出 た もの
どち らに も出ず ス クラム
となった もの
総
??
?
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
北大一 凍 海一
函教 北学 園
(20-0)(14-8)
60分
613
9
112
3
3【1
4
lO16
10
60分
411
5
ol2
2
312
5
ラli
12
北 水 産一
帯 畜
(O-一一43)
60分
511
6
??
?
1【3
4
7「6
13
酪 農一室
工
(16-4)
60分
713
10
1}3
4
212
4
1018
18
?
?
?
?
7.5
3.0
4.3
14.8
比
率
%
50。9
%
20.3
%
28.8
「?
??
ラグ ビーのゲ ーム分析(藤 江)
表4-2モ ー ル(社 会 人)
(13)
＼ ぐ 一…_堺 義演内 ＼蓉 隔 ㎡ ㌦
ボ ール所持 チームに出た
もの
反 対 チ ームに 出 た もの
どち らに も出ず スク ラム
とな った もの
総 計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
室 ラ ガ ー
一 北 自衛
(3-58)
60分
2}4
6
111
2
212
4
517
12
??
?
???
?
60分
713
10
113
4
3[2
5
1118
19
北 海 道 一
宮 城
(32-一一10)
60分
513
8
ol2
2
512
7
1017
17
北海 道一
釜石
(21-30)
60分
314
7
211
3
1[3
4
6i8
14
?
?
?
?
7.8
2.8
5.0
15.5
?
?
%
50.0
%
17.7
%
32.3
%
100
表4--3モ ー ル(高 校)
内
対 戦 チ ー ム、 一一 _(成 績)
容＼一撚 傘時面 ＼
ボ ール所持 チ ームに出た
もの
反 対 チ ームに 出 た もの
どち らにも出ず ス クラム
とな った もの
総
?
?↓?
回数
合計
回数
合計
回数
合計
回数
合計
砂南一
岩 内
(22-4)
50分
614
10
1i3
4
3}3
6
10110
20
帯工一
富 良工
(31-13)
50分
912
11
012
2
212
4
1116
17
???
?
50分
217
9
3io
3
514
9
10111
21
美幌一
札商
(36-0)
50分
613
9
113
4
2}4
6
9110
19
?
?
?
?
9.8
3.3
6.3
19.3
?
?
%
50.5
%
18.2
%
31.3
?
??
図一一4モ ールか らのボールの出 る割合 と勝敗 の関係
●ボールの出 る割合
[==]ボー ル所持チームに出たもの
劉 反対チームに出たもの
■ どちらにも出なかったもの
●勝敗 との関係
[==コ押 してボールを獲得 した数の多いチーム
が勝 った もの
擁 押 」てボールを獲得 した数の少ないチー
ムが勝 ったもの
(14) 人 文 研 究 第49輯
者 をサポ ー トして相手に タ ックル された り,ボ ールを奪取 されない よ うにす
るこ とであ る。 この よ うな強靱 なモールは,比 較的実力差のは っき りした試
合では容易だが,接 戦 の試合ではデ フェンス も速 く固いので,結 局つぶ され
て ラックとな った り,ど ち らに もボ ールが出ない(28%～32%)と い う現象
をつ くってい るよ うであ る。
モ ール全体の約50%は,ボ ール所 持 チームに 出てい るが,18%～20%
は反対 チ ームに取 られてい る。 この ケースは,と くにバ ックス ・プレヤ ーが
相手 に捕 った時に多 く見 られ る傾 向である。 ボールを手にす る機会 の多 いバ
くの
ックス(1試 合 の ボール保持数は,FW4.8回 に 対 し,BK22.7回)で あ
れば,相 手に捕 まる率 も多いわけで,こ の時点か らの練習に最 も重点が おか
れなければ な らない のも当然 の ことであ る。 しか し実際には,す でに ボール
を獲得 した とい う前提 のも とに練習を進めてい るチームが多い ようであ る。
ラック と同様,得 点 への有効 プ レーだけに味方 ボールを有効に生かす ため
のモ・一ル技術 お よびス ピー ドと持 久力 の養成 に力を入れ なければ な らない。
これ らの条件が整い常 に相手 よ り速 くボールを支 配 し,強 靱 なモールが組 め
るよ うに なった時 「モールは ラ ックに優先す るプレー」 とな るで あろ う。
なお,相 手に捕 った際にモ ール全体を押 し込 む ことも重要 プレーのひ とつ
で あ る。押 し込んでい る間に ボールが 出れば味方バ ックスは助走 をつけて ス
ター トす ることに な り,逆 に相手 は退 りつつ デ フヱソスす ることになって防
御 網に乱れが生ず る。た とえ ボールが出な くてス クラム とな って もボ ール の
投入権 が与 え られ,投 入 チームが多 くのボ ールを獲得 してい る事実か らも有
効な プ レーといえ る。
IV試 合 内容 の分析
1.攻 撃時間と各 プ レー時間
表5は 一・試合 の各 プレーに要 した時間 とボ ールを保持 して実質的に攻撃 し
た時間を調べた ものであ る。
(4)谷村辰 己 ラグ ビーの タイ ムス タデ ィに よる研究 体 育学研究12(5)1968
ラグビーのゲーム分析(藤江)
表5攻 撃時間と各プレー時間(大学)
(15)
幡∵撫
＼__
スクラムに要 し
た時間(秒)
ラインア ウ トに
要 した時 間(秒)
ラックに要 した
時間(秒)
モールに要した
時間(秒)
キ ックオ フに要
した 時間(秒)
試合中のキック
に要した時間
(秒)
ゴ ー ル キ ッ ク
(PGを含む)に
要 した時間(秒)
ペナルティに要
した時間(秒)
ドロップアウ ト
に要 した時間
(秒)
ダンゴ状態に要
した時間(秒)
そ の 他
攻 撃 時 間
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
時間
?
?
樽 商一
札商
(34-0)
60分
34・
365
25
280
23
97
17
69
9
83
22
71
8
352
8
85
4
53
.7
45
980
730
390
樽商一函教
(12-0)
60分
38
561
31
627
25
109
19
65
5
41
21
97
5
211
8
75
4
28
11
72
780
627
307
北 大 一 樽 商一
北 学 園 北 大
(16-一一10)(20--11)
6・司6・ 分
32
421
25
404
21
111
11
42
5
62
26
82
5
184
15
188
2
15
3
27
1,362
304
398
26
365
15
313
24
125
15
105
9
106
19
62
11
540
18
242
0
0
4
27
1,216
309
190
?
??
??
130
1,712
96
1,624
93
442
62
281
28
292
88
312
29
1,287
49
590
10
96
25
171
4,338
1,970
1,285
平
均
(1回に要した時間)
32,5
482.0
(13.2)
24.0
406.0
(16.9)
?
?
%
11。9
%
11.3
23.3
110.5
(4.8)
15.5
70.3
(4.5)
7.0
73.0
(10.4)
22.0
78.0
(3.5)
7.3
321.8
(44.4)
12.3
147.5
(11.5)
2.5
24.0
(9.6)
6.3
42.8
(6.8)
1,084.5
492.5
321.3
%
3.0
%
1.9
%
2.1
%
2.2
%
8.9
%
4.1
%
0.7
?
??
%
30.1
%
13.7
%
8.9
、(16) 人 交 研 究 第49輯
ボ ールを保持 して 攻 撃 している時間は,勝 ち チームの最高で12分2秒,
最低で5分 であ る。敗 けチ ームの場 合は3分2秒 ～6分6秒 で以外 とボ ール
を保持 して プ レー してい る時間 の短 い ことに驚異 を感ず る。
試合 中に一 番多 くの時間を費や してい るのがその他 の項で,た とえば ゴー
ル ・キ ックよ りキ ック ・オ フに移行す るまで の時間 とか ボールが タ ッチに 出
て ラインア ウ トが構成 され るまでの時間 お よび ボールがデ ッ ドとなってい る
時間等 の ことで あ るが,こ れ らに13分 ～22分を費や し,攻 撃時間を上回 っ
てい る。
つ ぎに多 いのが ゴール ・キ ックで1回 に要 した 時間 の平均が44.4秒で あ
る。 これは直接得点 とな る大切 な プ レーだけに 慎 重にな ることも 理解で き
る。
つづいて ライン ・ア ウ トの16.9秒∫ スクラムの13.2秒,ペ ナルテ ィの
11.5秒,キック ・オ フ の10.4秒,ド ロ ップ ・ア ウ トの9.6秒 とな ってい
る。
2.タ ックル(Tackle)
ラグ ビー ・ゲ ームに おけ る攻 撃法 と しては,有 効 ボール の獲得に よって ゲ
イン ・ラインを突破 し,有 利 な地域を確保 して,そ こか ら第2次 ・第3次 攻
撃 を仕掛け る ことであ る。 も しボ ールが獲得で きない場合 は,で きるだけ相
手側に死球を出 させ,ゲ イン ・ライソを越えた地点で タ ックルを敢行,そ こ
か ら逆に攻撃を再開す ることであ る。 この よ うに ラグ ビーは攻 撃 ・防御にわ
た るゲイソ ・ラインの争奪戦で もあ る。 したが って相 手攻 撃を阻止す る最大
の武器 は攻撃的 なタ ックルにあ る。
この よ うに重要 なタ ックルが,実 際 の ゲームで どの ように行なわれ てい る
か を調査 した のが表6(1～3)で あ る。1チ ームが一試合にす るタ ックル数
(5)
は23回 ～42回 であ る。 この数 は関 東大 学 ・国際試合で の60回 ～80回に比
較す ると,回 数 お よび ゲームの迫 力の面でか な りの相違 があ る といえ る。
タ ックル総数で は,勝 ちチ ームのタ ックル数は少ないが,ミ ス ・タ ックル
(5)大西 鉄 之 祐 著 ス ポ ー ッ作戦 講 座3,ラ グ ビ 一ー一・p.57不 昧 堂1972
ラグ ビーのゲー ム分析(藤 江) (17)
表6--1タ ッ ク ル(大 学)
こ＼ 一_対 戦 チ ー ム
＼(成 績)
内
容 越鯖 間　
タ ツ ク ル 成 功 数
ミス ・タ ックル 数
タ ツ ク ル 総 数
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
北大一函教東㌃ 学園
(20-一{D(14--8)
60分 60分
'1519
34
1014
24
2533
58
2523
48
1317
30
3840
78
北 水 産 一
帯 畜
(O--43)
60分
1520
35
1710
27
3230
62
酪 農一 室 工
(16--4)
60分
2124
45
1513
28
3637
73
?
?
?
?
40.5
27,3
67.8
比
率
%
59.8
%
40.2
%
100
表6--2タ ッ ク ル(社 会人)
罵 鞭
タ ツ ク ル 成 功 数
ミス ・タ ツ クルi数
タ ツ ク ル 総 数
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
【
?
?
?
?
?
?
?
?
60分
1113
24
2412
36
3525
60
新 日鉄一
第二空
,(50-3)
60分
1420
34
北海 道一 北海道一
宮城 釜石
(32-10)(21-30)
60分 60分
2320
43
91ヨ ニ11216
2328
2334
57
3536
71
2620
46
14 8
22
4028
68
?
?
?
?
36.8
27.3
64.0
比
率
%
57.4
%
42.6
?
??
表6-3タ ッ ク ル(高 校)
＼:＼ 懲 藤f砂南一岩内
内 一…～(22-4)
容＼尊 時間
タ ツ ク ル 成 功 数
ミス ・タ ック ル数
タ ツ ク ル 総 数
??
」5・ 分
1521
?
?
?
?
??
36
2017
37
3538
73
帯工一
富 良工
(31-13)
50分
2522
47
1620
36
4142
83
中 標 津 一
函 館
(4-一一16)
50分
2124
45
1712
29
3836
74
美幌一 札商
(36-0)
50分
2516
41
815
23
3331
64
?
?
?
?
42.3
31.3
74.0
比
率
57.5
%
42.5
%
100
数で は敗けチ ームが多 く,ミ スが多いほ ど点差 もひ ら く傾 向がみ られ る。
3.試 合 中のキ ック
キ ックはパス攻撃と共に重要戦法のひ とつ として,ま た地域挽回策として
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用い られてい る。 しか しキ ヅクす ることに よって ボールを身体か ら離 した場
合,そ の落下地点が不正確 な らば 忽 ちCounter-attackされ ることに なる。
したが って,キ ック戦法 を用い る場合 は,相 手 の危 険地域 または相手が捕球
して もタ ックルが可能な地 点にあげ るのが原則で,不 正確 なキ ヅクは非常 に
危険 な プ レーといえ る。
表7(1～3)は,試 合中におけ るキ ックの実態を調査 した ものであ るが,
一試合中の キ ック回数 は大学 で18回 ～31回,社 会 人が13回 ～23回,高 校
生15回 ～18回であ る。
社会人 ・大学大会で比較 的実 力の伯仲 している試 合や泥渾 戦では キ ック数
が多 く,点 差 のひ らいてい る試 合で は少な くなってい る。 とくに 目立 ってい
る点で は,勝 ちチームの ミス ・キ ックが敗け チームに比べて非常 に少ない こ
表7-1試 合中のキ ック(大 学)
＼ 、 対撃藤f内豪 醜
.一
有 効 キ ッ ク 数
ミ ス ・キ ッ ク 数
総
?
?
?
??
?
?
?
??
北大 一函教
(20-O)
60分
7 5
12
3 9
12
1014
24
東海一
北学 園
(14-8)
60分
12 4
16
7 8
15
1912
31
北 水産一
帯畜
(O-43)
60分
4 5
9
7 2
9
11 7
18
酪農一 室工
(16-9)
60分
6 7
13
3 6
9
913
22
?
?
?
?
12.5
11.3
23.8
比
率
%
52.6
%
47.4
%
100
表7-2試 合申のキック(社会人)
滞∵藷
～
有 効 キ ッ ク数
ミ ス ・キ ッ ク 数
総
?
?
?
?
?
?
???
室 ラガー一
北 自衛
(3-58)
60分
313
16
4 3
7
716
23
新 日鉄一第
二空
(50-3)
60分
3 5
8
2 3
5
5 8
13
北海 道一
宮城(
32-10)
60分
7 4
11
2 5
7
9 9
18
北海 道一
釜石
(21-30)
60分
6 5
11
5 7
12
1112
23
?
?
?
?
11.5
比
率
%
59.7
%
7.840.3
19.3
%
100
ラグ ビーの ゲー ム分析(藤 江) (19)
表7-3試 合中のキック(高校)
対戦チーム＼
㌧ 、幅繋
有 効 キ ッ ク数
ミ ス ・キ ッ ク 数
総 計
?
?
?
?
?
?
砂南一岩内
げ
(22-一4)
・50分
64
10
44
8
108
18
帯工一富
良工
(31-13)
50分
32
5
29
11
511
16
中標津一函
館
(4-16)
50分
1 7
8
54
9
611
17
美幌一札商
(36-O)
50分
73
10
23
5
96
15
?
?
?
?
8.3
8,3
16.5
比
率
%
50.0
%
50.0
%
100
とと,相 手 の ミスをついて透 か さず攻撃に転ず る判断の良 さも勝利を もた ら
す大 きな要 因 となってい る。
4.ゲ ーム展開
図5～ 図7は スクラム,ラ イン ・ア ウ ト,ペ ナルテ ィな どのセ ッ トされた
状態か らの攻 撃 パタt-一・ソの一例 を示 した ものであ るが,SH-SO-CTB
-WTBと い った定石的循環過程を経 た トライ ・ケースは殆 ん どみ られなか
った。
ス クラムではサ イ ド・アタ ックやSOの キ ックか らモ ール,ラ ックを構成
して トライに結 びつけ てい るケ 一ースが 多 く,と くに ラ ッ ク よ りの第2次 攻撃
に最 も多 くのチ ャンスが生 まれてい る。
また,ラ イン ・ア ウ トか らはOver-lapの試みが多 くみ られ るが得 点に結
びつ くまで にはいた らず,CTBあ た りで阻止 された りキ ック ・プ レーが 目
立 ってい る。 相手 ゴール前あた りでは 中央突破,ピ ール ・オ フ な どが ゲイ
ン ・ライソを 速 く越 え トラ イへ の 最短距離に あるのだが,図6(1)の一例 以
外はいつれのチ ームに も見当た らなか った。
ペナルテ ィか らの攻撃 と しては,ト リヅク ・プ レー,キ ック攻撃,フ ォワ
ー ドを主体 と した攻撃 な どが考え られ るが ,こ のいつれ の戦法を用い るかは
地域,チ ームの特徴に よって異な るわけで,図7の 例で は フォワー ドを主体
とした戦法 とハ イ ・キ ックか らのア ップ ・ア ン ド・アソダー戦法が功 を奏 し
(20)
て い る 。
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以上 の結果,セ ッ ト,プ レーか ら直接得点に結 びつけ ることは戦術的に困
難 で,そ の後 の ラ ック,モ ール ・プ レーを有利 に戦 うことこそ最 も重要 な課
題 といえ る。
4.のゲーム展開に関 しては,下 記記号に よってあ らわす ことに した。
?
?
?。
?
?
?
?
?
?
?
?。
?
?
?
?
?
1(ick-off
Scrum
Lineout
Ruck
Maul
Kick
工ongkick
Highkick
Shorしkick
Knockon
Pointover
Pickup
Passmiss
Penalty
Touch
Try
表8記 号
Of
NS
SA
PG
　
(PG)
)
FW
SH
SO
CTB
WTB
FB
Offside
Notstraight
sideattack
Penaltygoal
Penaltygoal成 功
Forward
Scrumhalf
Standoff
Centerthree-quarterback
Wingthree-quarterback
Fullback
数字は回数を示す。
(01)相 手ボールを獲得した回数を示す。
(×2)味 方ボールを取られた回数を示す。
ラグ ビーのゲ ーム分析(藤 江)
図一5一 試合例 にみる ス クラムか らの攻撃 パ ター ン
(5-1)樽商大(対 函教 大)
S-・SH-・SO-CTB--tWTB
22
(06)
18Koロ
一ー・-R-WIB
TSO-R
Ko窺
一SH-CTB-WTB
SK
-FW-M-SH-SO-CTB
LsH-wTB-R-FW一 ①
(21)
K4
-M-CTB-FW-一 一・M-SH-SO-一 ・CTB-・R-CTB-一 ・MTB
一 寧一SH-FW一①
LR-SH-S・ 一①
Kon
-CTB・-R
lKon
-R-SH-SO-CTB
2
Of
15
(02)
S-・一一SH-SO-CTB--WTB--SH-一 ・SO-CTB-一 一FW-M
(5-2)函教大(対樽商大)
K4PU
S-SH-SO-R
l67
(×6)LK
-M-R--SH-一 一SO
-WTB
l
HK
-一R-SH--CTB
2
LS。 一"FB-.wTB
(5-3)北大(対 北学園大)
K4Kon'
10
0f
-FB -一一WTB--M
-R
K2 ?【????
?
?
「
?
?
「
?
?
?
?
【
?
?
?
?
?
?
?
?「
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(5--4)北学園大(対 北 大)
HK
S-SH-SO--CTB-・FW-WTB-M-CTB-一 一M-SH-SO
1714
(×2)
1(on
-WTB
K
-R-CTB
-FW-rM
1
図一6一 試合例 にみ るライ ンアウ トか らの攻撃パ タ ・ー一一ン
(6-1)樽商大(対 北大)
NS3PUSA
LO-R-一 一SH-一一"SO-R-SH-一 一一CTB-一 一■R-S
gl
(01,×1)
一甲 一FW一①
PMSAT
-SH-SO-R-WTB
2
LR_w墨B
HK
-M-S且 一SO
1
、
(6-2)北大(対 北学 園大)
Of
NS2Kon
LO--SH--SO-7CTB-M-SH-一 ・CTB-FB
IO2
(02,×2)
LFB_R
Kon
-FW-R-FB-R
2
t Of-CTB-R
一翠 …SH-S・-CTB-WTB一 ①
ラグ ビーのゲ ーム分析(藤 江)
(6-3)函教大(対樽商大)
LO-SH-一 ・SO・一一・R・一・一・FB-S
125
(04)
L-M-R-SKonCTB
-・一一R-一S
2
LsH_cTB_R
K
-SO-CTB
3
-M-SO-WTB
2
図一7
(23)
(6-4)北学園大(対 北大)
NS3
LO-一一一SH-SO--M
1586
(02,x2)
-R
T
-CTB-WTB-CTB
PU
-CTB--CTB-一 一WTB-R
2
SK
-R--SH-SO
2
一 試 合 例 にみ る ペ ナ ル テ ィか ら の攻 撃 パ ター ン
(7-1)樽商 大(対 北 大)
P-SO-M-一 一R-一"FW-一.
84 ① ・
一一R-SH-一一S・-CTB一 ①
一M-SH-S・ …SH-CiB-R-FW一 ①
一PO
1
-PG
3
(7-2)北大(対樽商大)
K2Kon
P--SO-一 一・R--SH-一 一SO
5
L((PG)
Y
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V総 括
1.ス ク ラ ム
ス クラムとな る原因 の最 も多いのが ノック ・オ ンで,つ いで ラ ック,モ ー
ルの順 とな っている。 ノ ック ・オ ソではパス された ボールを落す とか,キ ッ
クされた ボールを受け損ず るな どであ るが,後 者 の場合が比較的多 く,こ の
よ うな場合 は地域的に攻め こまれ る事態を まね くこともあるので,色 々なキ
ック状 況を想定 した正確 な捕球を身につけ なければ な らない。
ス クラムで のボール獲得が殆ん どボール投入側 に出てい るが,相 手の状況
に応 じて押 し,場 合に よっては速 くヒール ・ア ウ トす るな どの柔軟な戦法 と
適格 な状況判断を身につけ,相 手ボ ールに対 しては有効 なボールを出 させ な
い 「正 当な妨害」は最少限必要 な プ レーであ る ことを銘記 しなければ な らな
い。
2.ラ イン ・アウ ト
ライン 。ア ウ トの原 因 とな る多 くは タ ッチ ・キ ックに よるもので,と くに
防御地域 よ りの ものが多 い。 ボール獲得 の面では 反対 チ ・ー一・ムに 出 る数 が18
%～26%oでEqualconditionで戦 える代表 的 プ レー といえ るわ けで,ラ イ
ン ・ア ウ ト技術 の優れてい るチームで は タ ッチ ・キ ックも有効な戦法 といえ
る。
展開 の際にCTBあ た りで阻止 され る傾 向が強いが,こ の実態 を考慮 した
ライン 。ア ウ ト構 成 と阻止 され やす る位置 の強化な ど一 考を要す る問題で あ
る。
3.タ ッ ク ル
タ ックルは相 手の攻撃 を阻止 し,そ こか ら攻 撃を仕掛け るチ ャンスの生 ま
れ るプ レーであ る。敗け チームのタ ックル回数 は多 いが,相 手に ボールを生
か され るプ レーが 目立 ち,内 容的には不 良な タ ックルが多 い といえ る。
4.試 合中のキ ック
敗けチームの ミス ・キ ックが 目立 っている。 これは 自分の動 きに窮 しての
ラグ ビーの ゲー ム分析(藤 江) (25)
キ ックと技術 未熟 に よるものであ るが,大 変危険な プ レーであ る。動 きに窮
してのキ ックは絶対に避け,戦 術的 キ ックが必要に応 じて使え るよ う普段 の
練習に おいて正確な キ ックを身につ けてお くことであ る。
5.ラ ック,モ ール
ラ ックか ら得 点につ なが るケースが最 も多いわけであ るが,こ の有効 プ レ
ーを生かすためには相 手 よ り速 くボールを支配 し,良 い タイ ミングで ボール
を 出 し,立 って プ レーす る ことが肝心であ る。 このた めに は普段か らテンポ
の速い練 習に慣れ てお くことで ある。
6.試 合 内 客
ボールを保持 して プレー している時間が非常 に短 く,プ レー停止か らつ ぎ
の プ レー再 開 までに一番多 くの時間を費や している。今後,も う少 し速 いテ
ンポでのゲーム運 び と ミスの繰返 し(ス クラムの フ ッキングな ど)に よる時
間の ロスを少な くす るよ う普段 の練習形式 を考 えなおす必要があ る。
一般 に多 くみ られ るダンゴ状態は表5の 対戦で は割合い少ない傾 向を示 し
ている。 ゲーム展開 としては,第1次 攻撃か らの定石的循環過 程を経た トラ
イ ・ケースは殆 ん どみ られず,FWの サ イ ド・ア タ ヅク,SOに よる・・イ ・
キ ック,FB・WTBの 加入 な どか らラ ック,モ ールを構成 し,第2次 ・第
3次攻撃へ とつ ないでい るケースが 目立 っている。得点経過 と しては ラ ック
か ら速い ボールを連続 して獲得 し,FB・WTB等 の ライン参加 に よって ト
ライが成功 している。連続 した ボール獲得に もかかわ らず得点に結 びつかな
いのは,攻 撃法 のまず さに よるものであ る。
7.記 録について
試合経過 の記録にあた っては,前 述 の よ うに部員,協 会役 員等 のラグ ビー
経験者に依頼 し,事 前に打合わせ を行ない,で きるだけ客観的 に処理 で きる
よう留意 したつ も りであ るが,ゲ ームの性格上記録者 の主観的な判断が多少
交 ってい るこ とは致 しかた ない と思 ってい る。
な お,こ の集計 にあた っては,か な りの時間を要 し,そ れな りの価値 は認
め られ るわけであ るが,今 後,チ ームの最少限必要 な資料 と して試合 後ただ
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ちに利用できるような簡略化 した記録法を考案 したい。
噸
付記
本調査にあた り,北海道ラグビーフットボール協会役員ならびに小樽商科
大学ラグビー部員諸氏の絶大なる協力をいただき深 く謝意を表す る次第であ
る。
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